
新入組合員、正々堂々脱退の経緯を説明に単独で

ＪＲ東海ユニオン事務所へ

２２才の若者がきちんと正面から対応しているのに

対し、コソコソするＪＲ東海ユニオン役員

「Ｈ．Ｐの文章に偽りはありません。僕の意志で脱退したので

。す」とＪＲ東海ユニオン名古屋地本事務所で自分の意見を主張

１０月２０日、新入組合員が、帰宅時に連日会社と一体となって、連日威圧行為を

繰り返すＪＲ東海ユニオン役員に、私たちは威圧行為を止め「きちんと話をしまし

ょう」と忠告をしました。

驚いたことに話がしたいとしつこくつきまとうわりには、本人も含め話し合う用

意があるという申し入れについて全く目を通していないのです。

にも拘わらず、ＪＲ東海ユニオンは脱退の理由を聞いていないと「組織情報なご

や№６ 、に書いています。当日急遽その場にいたＪＲ東海ユニオン政所書記長に話」

を聞くように申し入れました。躊躇する政所書記長に、新入組合員自身は一人でＪ

Ｒユニオン名古屋地本事務所内に出向き、堂々と自分の意見をぶつけＪＲ東海ユニ

オン事務所を後にしました。

ＪＲ東海ユニオンはただちに威圧行為をやめろ！
デタラメな情報「組織情報№６」を直ちにはずせ！
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威圧行為を繰り返す
ＪＲ東海ユニオン役員に一喝！


